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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ最高水準の医療を提供します。　2．優れた医療人を養成します。
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます
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特集 1 次代の医療につながる
臨床研究を進めています

名大病院は2016年に医療法に基づく臨床研究中核病院に承認されて以降、臨床研究や医師主導治験を加速させてい
ます。臨床研究の現状や今後の展望などについて、先端医療開発部の西脇聡史病院講師にお聞きしました。

日
本
発
の
医
薬
品
や
治
療
法
の

開
発
を
目
指
し
て

　

臨
床
研
究
と
は
、将
来
の
患
者

さ
ん
へ
よ
り
良
い
医
療
を
届
け

る
た
め
に
、
今
の
患
者
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、新
し
い
治
療
法
の
有

効
性
を
確
か
め
る
目
的
で
行
う

も
の
で
す
。
そ
の
中
心
と
な
る
の

が
臨
床
研
究
中
核
病
院
で
、
日

本
発
の
画
期
的
な
医
薬
品
や
医

療
技
術
な
ど
の
開
発
を
使
命
に

臨
床
研
究
や
医
師
主
導
治
験
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
当
院
を
含

め
全
国
で
12
の
病
院
が
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
薬
や
医
療
技
術
の
有
効
性
を
調

べ
る
に
は
、
患
者
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
多
様
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
た
だ
、
予
期
し
な
い
副
作
用
も
起

こ
り
え
る
た
め
、
当
院
の
先
端
医
療
開
発

部
で
は
、
臨
床
試
験
の
計
画
段
階
か
ら
国

内
外
の
デ
ー
タ
な
ど
を
広
く
集
め
て
検
証

し
、
あ
ら
か
じ
め
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定

し
て
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
臨
床
試
験
の
安
全
性
や
正
確

性
を
保
つ
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
受
け

持
ち
、
研
究
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

細
胞
を
使
っ
た
再
生
医
療
の
研
究
が
進
展

　

現
在
、
当
院
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
細
胞
を

使
っ
た
再
生
医
療
の
臨
床
試
験
の
中
で
、

世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
小

児
科
のCA

R-T

細
胞
療
法
の
研
究
で
す
。

難
治
性
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
の
治
療
の

た
め
に
、
よ
り
安
価
で
よ
り
安
全
な
治
療

法
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

泌
尿
器
科
で
は
男
性
腹
圧
性
尿
失
禁
に
対

す
る
脂
肪
由
来
の
幹
細
胞
を
用
い
た
再
生

治
療
の
開
発
を
目
的
に
医
師
主
導
治
験
を

行
い
、
先
ご
ろ
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
保
険
診
療
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
う
し
た
細
胞
の
取
り
扱
い
は
専
門
的

で
難
易
度
が
高
い
も
の
で
す
が
、
当
院
に

は
最
先
端
の
設
備
が
整
い
、
人
材
も
ノ
ウ

ハ
ウ
も
充
実
し
て
い
る
た
め
、
細
胞
を
扱

う
再
生
医
療
分
野
の
研
究
が
進
ん
で
い
ま

す
。

名
大
病
院
の
強
み
を
育
て

名
大
発
の
医
療
を

　

臨
床
研
究
中
核
病
院
に
は
、
製
薬
会
社

で
は
対
応
で
き
な
い
希
少
疾
患
の
治
療
法

の
開
発
や
、
現
在
の
治
療
の
最
適
化
を
進

め
る
研
究
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院

で
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も

に
、
今
後
は
独
自
の
強
み
を
打
ち
出
す
べ

く
、CA

R-T

細
胞
療
法
を
は
じ
め
と
す

る
再
生
医
療
な
ど
有
力
な
シ
ー
ズ
を
増
や

し
、
名
大
発
の
新
た
な
医
療
を
生
み
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
情

熱
を
持
っ
た
医
師
を
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
臨
床
研
究
に
力
を
入
れ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
患
者
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
現
在
、
私
た
ち
が

受
け
ら
れ
る
治
療
は
、
臨
床
研
究
に
賛
同

し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
患
者
さ
ん
の
協

力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
患
者
さ
ん
の
想
い
が
今
の
医
療
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
に
、
皆
さ
ま
の
想
い
が

次
代
の
医
療
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。








新
年
の
ご
挨
拶

病院長　小寺　泰弘

　新年明けましておめでとう
ございます。
　皆さまにおかれましては健
やかに新しい年をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。

　また、旧年中は日々診療やその支援に尽力さ
れている病院関係者の皆さまに一方ならぬご協
力をいただきました。心から御礼申し上げます。
本年は、当院が抱える様々な課題を検証し、解
決すべく、一層の努力を続けてまいりたいと、
年頭に際し、さらに気持ちを強くしております。
　働き方改革への取り組みも喫緊の課題です。
課題の解決に向けては、私を含むすべての職員
のしっかりとした意識改革が必要です。高度成
長期と同じような価値観、行動パターンのまま
では、この国は立ち行かないということを念頭
に、本気で労働者としての自分を見つめ直し、
ひとりで何もかも背負い込まない仕組み、それ
でも患者さんに不自由をお掛けしない仕組みを
皆さまと共に作り上げたいと考えております。
　本年も何卒よろしくお願いいたします。

看護部長　藤井　晃子

　新年明けましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましてはさわやかな
新春を迎えられたこととお慶び申し上
げます。
　昨年５月から新元号「令和」の時代

が始まりました。この「令和」には、人々が美しく心
を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ、という意味が込
められているそうです。その年に、日本でラグビーW
杯が開催され、日本代表は「ONE TEAM」を合言葉に
史上初のベスト８に進みました。医療においても、患
者さんを中心にご家族・医療職・介護職などの人々が
「ONE TEAM」となることで、新たな医療文化が生ま
れることでしょう。
　当院におきましても、患者さんを中心に多職種・地
域連携を一層強化し、質の高い医療・看護の提供およ
び地域医療に貢献をしてまいります。また、国際的な
医療施設評価認証機関である JCI の認証を取得した日
本初の国立大学附属病院として、安全かつ最高水準の
医療と愛（やさ）しく温かい看護を提供してまいります。
　今年一年が皆さまにとりまして、幸せで実り豊かな
年となりますことを心よりお祈りし、新年のご挨拶と
させていただきます。

事務部長　永家　清考

　新年明けましておめ
でとうございます。皆
様におかれましてはつ
つがなく新しい年をお

迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は、新元号が「令和」に決まり、
新しい時代がスタートする中、「働き方
改革関連法（労働基準法等の改正）の施
行」及び「消費税率の引き上げ（８％
→10％）」という世の中のルールが大き
く変更された激動の１年でした。
　今年は、医療業界では大きな節目とな
る2025年・2040年を見据えた診療報酬改
定の実施年に当たり、高度急性期・急性
期医療を担う本院において、病院運営面
では引き続き厳しい状況が予想されます
が、職員一丸となって努めれば、必ずや
乗り切れると信じております。引き続き
ご支援いただきますようお願い申しあげ
ます。
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以
前
の
か
わ
ら
ば
ん
（
１
１
２
号
）
で

専
門
看
護
師
（
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
は
日
本
看
護
協
会
が

認
定
す
る
専
門
資
格
で
、
臨
床
現
場
で
複

雑
で
解
決
困
難
な
看
護
問
題
を
も
つ
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
た
め
に
水
準
の
高
い
看

護
を
提
供
す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
深

め
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

　

私
の
専
門
分
野
で
あ
る
慢
性
疾
患
看
護

で
は
、
経
過
が
長
く
治
癒
が
見
込
め
な

い
慢
性
疾
患
と
と
も
に
生
活
す
る
患
者

さ
ん
、
ご
家
族
お
よ
び
地
域
集
団
に
お
け

る
生
活
者
が
対
象
で
す
。
慢
性
の
病
い
を

抱
え
る
生
活
者
は
、
身
体
症
状
に
よ
る
苦

痛
や
機
能
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
喪
失
感
、
ど

う
に
か
治
り
た
い
と
願
う
も
叶
わ
な
い
諦

め
、
病
気
に
な
る
こ
と
で
周
囲
の
人
々
と

の
関
係
の
変
化
や
自
己
役
割
の
変
化
を
体

験
し
、
そ
れ
ら
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
疾
患
の

管
理
は
生
活
の
場
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
、
私
た
ち
は
、
常
に
患
者
さ
ん

に
関
心
を
寄
せ
、
病
気
の
体
験
（
語
り
）

を
聴
き
、
患
者
さ
ん
へ
の
理
解
を
深
め
、

患
者
さ
ん
が
継
続
的
に
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
や
す
い
セ
ル
フ
ケ
ア
行
動
を
獲
得
で

き
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
考

え
、
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
Ｃ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
の
専
門
分
野
は
慢

性
腎
臓
病
看
護
に
な
り
ま
す
。
主
に
活
動

し
て
い
る
部
署
は
、
血
液
浄
化
部
や
内
科

外
来
で
、
内
科
外
来
で
は
腎
不
全
保
存
期

※
１
や
透
析
、
腎
移
植
等
を
選
択
す
る
時

期
に
あ
る
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
療
養
上

の
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
血
液
浄

化
部
で
は
、
血
液
透
析
や
腹
膜
透
析
を
受

け
て
い
る
患
者
さ
ん
の
透
析
導
入
や
維
持

期
の
生
活
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
は
、
た
ん
ぱ

く
尿
の
発
現
か
ら
透
析
療
法
や
腎
移
植
を

受
け
る
ま
で
の
経
過
が
長
く
そ
の
人
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
そ
の
時
期
に
最
善
な
療
養
方
法

を
患
者
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
末
期
腎
不
全
の
治
療（
透
析
、

腎
移
植
等
）
を
見
合
わ
せ
腎
不
全
保
存

期
（
※
１
）
の
継
続
を
望
む
高
齢
者
の
方

も
多
く
、
患
者
さ
ん
本
人
、
ご
家
族
、
主

治
医
、
そ
の
他
関
係
医
療
職
者
を
含
め
、

そ
の
人
に
最
善
な
選
択
な
の
か
を
考
え
る

倫
理
調
整
が
増
え
て
い
ま
す
。
同
様
に
、

透
析
患
者
さ
ん
が
重
度
な
心
疾
患
や
脳
梗

塞
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
併
発
で
透
析
療
法

を
中
止
す
る
こ
と
へ
の
相
談
業
務
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
を
全
う
で

き
る
支
援
は
、
看
護
師
の
み
な
ら
ず
医
師

や
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど
多
く
の
医

療
職
者
の
価
値
観
を
合
わ
せ
も
っ
て
、
患

者
さ
ん
の
尊
厳
あ
る
意
思
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
患
者
さ
ん
・
ご

家
族
が
、
そ
の
人
ら
し
く
最
善
な
治
療
や

ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
支

援
し
て
参
り
ま
す
。

※
１
腎
不
全
保
存
期
…
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
る
も
の
の
腎
代
替
療
法
（
透
析
・
腎

移
植
）
を
受
け
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い

時
期

専
門
看
護
師
の
ご
紹
介

血
液
浄
化
部
　
慢
性
疾
患
看
護
専
門
看
護
師
　
高
井
　
奈
美

整形外科長／リウマチ科長　石黒　直樹

関節リウマチ

　関節リウマチは免疫の異常によって手や足の関節に炎症が起きる疾患で
す。最初の症状は手指に起こることが多く、関節の腫れや痛みは診断基準で
も重視されます。朝の手の強ばりも典型的な症状で、一時間以上続く場合は
診断の材料になります。進行すると関節が破壊され、変形や痛みで日常生活
に支障を来す場合もあり、早期の治療が必要です。関節炎のほかに微熱や貧
血などの全身症状を伴うこともあります。三十～四十代の女性に多く発症す
るとされますが、最近は高齢になってからの発症が増加しています。この場
合は定型的な発病とならないため注意が必要です。診断では関節症状に加
え、血液検査（リウマチ因子・抗CCP抗体や炎症反応）、家族歴などを用
います。リウマチ因子と抗CCP抗体が陽性反応の場合は今後発症する可能
性があると考えますが、発病しない方も多いとされています。基本的な薬物
療法などを十分に行うことで進行や炎症を抑え、障害の発生を予防すること
ができます。今では薬剤の種類も増えて、本人に相応しい治療薬が選べる様
になっています。良くならないイメージは既に過去のものです。とは言って
もやはり早期の治療が原則です。例えば手指の持続する、関節症状が現れた
ときには速やかに専門医に受診してください。

　

麻
酔
科
に
は
３
分
野
が
あ
り
ま
す
。

①
手
術
時
の
麻
酔
：
手
術
中
の
患
者

さ
ん
を
痛
み
や
出
血
な
ど
か
ら
守
り
、

体
の
動
き
を
抑
え
て
手
術
が
安
全
に

で
き
る
よ
う
し
、
全
身
麻
酔
に
お
い

て
は
意
識
の
な
い
状
態
を
維
持
す
る

術
中
の
全
身
管
理
と
術
後
の
痛
み
を

抑
え
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
手
術
前
後
の
全
身
管
理
：
重
症
な

患
者
さ
ん
を
、
中
央
診
療
棟
Ｂ
４
階

に
あ
る
外
科
系
集
中
治
療
部（SIC

U

：

Surgical Intensive C
are U

nit

）

に
収
容
し
、
患
者
さ
ん
の
全
身
管

理
を
主
治
医
と
協
力
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

③
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
：
術
後
に
長
引

く
痛
み
や
、
手
術
と
は
関
係
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
痛
み
が
主
な
症
状
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
、
痛
み
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
診
療
を
行
う
分
野
で
す
。

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
や
三
叉
神
経
痛

な
ど
神
経
痛
と
言
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
病
的
痛
み
や
、
が
ん
に
よ
る
痛
み
、

原
因
不
明
の
痛
み
、
元
の
病
気
に
対

す
る
治
療
で
痛
み
が
軽
減
で
き
な
い

場
合
な
ど
、
非
常
に
広
い
範
囲
の
病

気
を
対
象
と
し
て
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療

法
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
痛
み
に

悩
ん
で
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
一
度

受
診
い
た
だ
く
と
何
ら
か
の
痛
み
の

軽
減
策
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
痛
み
の
元
に
な
る
病

気
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
る
前

提
で
の
治
療
と
な
り
ま
す
の
で
、
主

治
医
あ
る
い
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご

相
談
の
上
、
紹
介
状
を
持
っ
て
受
診

く
だ
さ
い
。

診療科レポート「麻酔科」
麻酔科長　西脇　公俊

　患者情報センター（ナデック）では患者さん、ご家族が安心納得して医
療を受けることができるよう、病気に関する書籍や資料などを準備してお
ります。各種治療のガイドラインや閉塞性肺疾患や糖尿病などのパンフレッ
トも多数置いてあります。また、化学療法を受ける患者さんの脱毛へのサ
ポートとしてウィッグや帽子、乳がん手術を受けた患者さんへ専用下着や
パッドなども展示しています。
　その他分かりやすい書籍、資料など多数展示されていますので、是非ご
活用下さい。
　定期的に患者さん向けの勉強会も開催していますので、どなたでもご参
加下さい。

〈場　　所〉中央診療棟Ａ２階
〈利用時間〉平日10時～16時（年末年始及びゴールデンウィーク除く）
　　　　　 ※勉強会等の情報については院内掲示をご覧ください。
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特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟各階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QRコードでも
アクセスできます！

患者さんの健康をサポートすべ

き医療施設として、病院敷地内

の全面禁煙を実施しています。

皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします。

■ 禁煙のお願い

新
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
令
和
元
年
９
月
１
日
付
け
で
名

古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
呼
吸
器
外
科
長

／
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
を
お

借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

呼
吸
器
外
科
は
、
肺
・
縦
隔
・
胸
膜
と

い
っ
た
心
臓
を
除
く
胸
部
に
発
生
す
る
、
良

性
疾
患
か
ら
悪
性
疾
患
（
が
ん
）
ま
で
を

扱
う
診
療
科
で
す
。
技
術
を
も
っ
た
外
科

医
と
し
て
様
々
な
側
面
か
ら
患
者
さ
ん
と

向
き
合
い
、「
誠
実
に
患
者
さ
ん
を
診
る
、

治
す
」を

モ
ッ
ト
ー

に
、診
療

科
を
挙

げ
て
、最

新
か
つ
最
良
で
優
し
い
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
長
／
教
授
　
芳
川
　
豊
史

　本院では、患者さんへのサービス・アメニティー等の満足度向上を
目指し、患者満足度委員会において、院内に設置してある提案箱へ投
函いただいたご意見からのサービス改善策を検討し実施しています。
　提案箱では、現在１ヶ月あたり約100件のご提案をいただいており、
提案書を回収次第、患者さんのご意見の速やかな検討を現場で図ると
ともに、その後委員会にて、いただいた提案書を一件一件検討するこ
とで、サービス向上に努めています。
　サービス改善における主な内容については、外来棟１階中央待合
ホールに設置されているモニターへの掲示により、患者さんへの回答
を行っています。

病院からの
お知らせ
病院からの
お知らせ

　患者さんが利用する設備や機器
などは、日々における点検や更新
を実施しておりますが、2019年度
上半期では、以下の改善を実施し
ました。

〈院内における主な設備面の改善〉
１）正面玄関にある車椅子を20台
更新、ベビーカーを５台更新、
歩行器を10台購入。

２）外来棟１階に業務用 FAX を
２台導入。

提案書からの改善報告
「
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
央
診
療
棟
Ａ
２
階
ピ
ア
ノ
広
場
に
て
、
11

月
13
日（
水
）に
『
チ
ー
ム
Ｓ
オ
ケ
』
の
方
々
に

よ
る
「
は
ー
と
ワ
ン
ダ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
り
、
馴
染
み
の

あ
る
曲
を
多
く
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

と
共
に
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■ 

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス
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●疾患等と食事について
　血液透析患者さんの食事療法は、「適正量のエネルギーとたんぱく質の摂
取」、「水分と塩分のコントロール」、「カリウムとリンの管理」などが基本と
なります。血液透析を受けている方の体力や健康状態を維持するには、各個
人の体格や活動量に見合ったエネルギーとたんぱく質をバランス良く摂取す
ることが大切です。また、腎障害による尿量減少や無尿のため水分摂取で容
易に体重が増加することから、水分摂取量の調整は重要です。塩分は摂り過
ぎると口渇により過剰な水分摂取に繋がるので6g／日未満でコントロール
し、カリウムやリンは体内に蓄積されやすくなるため摂取量の管理が必要
です。当院の透析食は、たんぱく質40g・1200kcal ～たんぱく質70g・
2200kcal（下表参照）を用意しています。通常食より水分を控え、塩分は
6g／日未満で、低カリウム食となるよう調理されており、リン制限にも対
応できるようになっています。

　今回紹介するメニューは鮭
のマヨネーズ焼きです。味付け
には塩分の少ないマヨネーズ
を使用し、玉葱や椎茸など風味
のある食材を使用することで、
薄味でもおいしく食べることが
できる一品です。

分量（1人分　117kcal）
紅鮭……………………… 50g
玉葱……………………… 30g
生椎茸…………………… 10g
マヨネーズ…………………5g
食塩………………………0.2g
黒こしょう…………… 0.01g
※ 栄養量：エネルギー量117kcal、たんぱ
く質11.9g、脂質6.1g、炭水化物3.4g、
食塩相当量0.3g（透析食たんぱく質
60g1800kcal の場合）

当院の栄養管理部では、「安全で満足度の高い食事サービス、治療に貢献する栄養管理」を理念に、患者さんの
栄養食事指導や入院患者さんへの給食の提供などを行っています。このシリーズでは、患者さんの疾患に合わせ
た当院の食事のポイントや、おすすめメニューについてご紹介します。

血液透析患者さんのごはん
名大病院透析食のメニュー紹介

鮭のマヨネーズ焼き

シリーズ 4

カラダと毎日のごはん
～名大病院の食事とメニュー紹介～

レ

シ

ピ

作り方
（1）  玉葱、生椎茸は薄切りにし下茹

でしておく。

（2）  （1）にマヨネーズ、食塩、黒こ
しょうを混ぜる。

（3）  紅鮭50g を表面の色が変わる
まで焼く。

（4）  （2）を（3）に乗せ、中に火が
通るまで焼く。

当院の腎臓病食
エネルギー

たんぱく質
1200kcal 1400kcal 1600kcal 1800kcal 2000kcal 2200kcal

40g ○ ○ × × × ×
50g × ○ ○ ○ × ×
60g × × ○ ○ ○ ×
70g × × × ○ ○ ○

○は当院で用意している食種
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救命に欠かせない胸骨圧迫とAED
救急科長　後藤　縁

「目の前で人が倒れた…。」そんなことが起き
ないに越したことはないのですが、実際に

は突然の心停止（心臓が止まってしまう状態）に
よって毎年12万人以上が救急搬送されます
　心停止を予防するための様々な対策がなされ、
集中治療も進歩していますが、救命に最も必要な
ことは、一刻も早い電気ショック（除細動）と心
臓マッサージ（胸骨圧迫）です。

　呼びかけに反応がなく、正常な呼吸をしていな
い人は、心停止の可能性があります。すぐに助け
（救急車）を呼ぶのと同時に、一般の方でも、ため
らわず直ちに、強く速く、絶え間ない心臓マッサー
ジを行うことが強く勧められています。
　また、病院外での心停止は、心室細動（心臓が
細かく震える）という不整脈から生じることが多
く、この治療には迅速な電気ショックが必要で
す。電気ショックが１分遅れるごとに救命率は７
～10％ずつ下がります（図１）。そこで活躍する
のがAED（自動体外式除細動器）です。AEDは
駅や人が沢山集まる場所に設置されています（図
２）。この機械は、電気ショックが必要かどうかも
自動的に判断し、一般の方がAEDを使用すること
で救命率が約２倍高まり
ます。
　消防署や都道府県の赤
十字支部では、心肺蘇生
やAEDの使い方に関す
る一般の方向けの講習を
定期的に行っています。
皆さんの協力が患者さん
の救命に繋がります。

「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒刊行物）

HPのご案内HPのご案内

当院ではボランティアさんを募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。

■ ボランティアさん募集

● ボランティアホームページ
　   https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/recruit/volunteer/
　 「名大病院　ボランティア」で検索♪

中央診療棟Ｂのご紹介
外来化学療法室

名大病院は、日本の国立大学病院では
初めての JCI 認証施設です。

　令和元年12月7日（土）、中央診療棟A3
階講堂において、令和元年度鶴舞公開講座
を開催しました。同講座は、平成17年度か
ら医学部と附属病院が共催で年1回開催し
ているもので、社会的に関心が高く、日常
で役立つ話題をテーマとしています。今年
度は、「自分の力で元気に過ごす～健康管
理と医療サポートの活用～」と題し、「健
康長寿のための上手な食事の食べ方」「睡
眠から考える健康習慣」「医者まかせにし
ていませんか？―賢い患者になるために必
要な知識―」「薬剤師が伝えたい薬との上
手な付き合い方」の4つの講演を行いまし
た。いずれの講演でも、講演者が時折ユー
モアを交えてわかりやすく紹介し、和やか
な雰囲気の中、受講者の皆さんは熱心に耳
を傾けていました。
　当日は、リピーターを数多く含む20代
から90代の幅広い年齢層約220名が受講
し、受講者からは、大変参考になった、来
年以降もぜひ参加したいという声が多数聞
かれました。

令
和
元
年
度
鶴
舞
公
開
講
座
を
開
催

図１　心室細動から除細動までの時間と蘇生成功率 図２　AED

各
診
療
科
と
連
携
し
て

治
療
を
実
施

　

従
来
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
と
い
う
と
入

院
し
て
行
う
の
が
一
般
的
で
し
た
。
し

か
し
、
薬
物
療
法
の
急
速
な
進
展
に
よ

り
、
抗
が
ん
剤
治
療
の
場
は
入
院
か
ら
外

来
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は

２
０
０
６
年
か
ら
外
来
化
学
療
法
室
を
開

設
し
、
多
様
な
が
ん
に
対
し
て
外
来
で
抗

が
ん
剤
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

外
来
化
学
療
法
室
で
は
各
診
療
科
と
連

携
し
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
で
治
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
来
院
前

日
に
薬
剤
師
や
看
護
師
が
処
方
せ
ん
や
カ

ル
テ
を
確

認
し
、
必

要
に
応
じ

て
化
学
療

法
部
の
医

師
が
各
診

療
科
の
主

治
医
と
薬

の
投
与
量

な
ど
を
相

談
。
当
日

の
朝
は
多

職
種
に
よ

る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン

日常生活を大切にしながら
外来通院で、がん治療を。

が
ん
薬
物
療
法
を
専
門
と
す
る
外
来
化
学
療
法
室
。
中
央
診
療
棟
Ｂ
に
移

転
し
、
さ
ら
に
規
模
が
拡
充
し
ま
し
た
。
化
学
療
法
部
の
前
田
修
病
院
講

師
に
、
施
設
の
特
長
や
患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

ス
を
行
う
な
ど
、
よ
り
安
全
な
治
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
万
一
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
場
合

も
主
治
医
と
連
携
し
迅
速
に
対
応
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
生
活
を
続
け
な
が
ら
の

治
療
も
可
能

　

外
来
化
学
療
法
を
受
け
る
患
者
さ
ん

は
、
各
診
療
科
で
の
診
察
の
後
、
外
来
化

学
療
法
室
で
の
問
診
を
経
て
、
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
や
ベ
ッ
ド
で
点
滴
や
注
射

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
抗
が
ん
剤
治

療
は
30
分
で
終
わ
る
も
の
も
あ
れ
ば
５
時

間
か
か
る
も
の
も
あ
り
、
治
療
中
の
快
適

性
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
中
央
診
療
棟

Ｂ
の
移
転
時
に
面
積
や
席
数
を
拡
充
し
、

で
き
る
だ
け
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
過
ご
し

い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
を
整
備
し
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
に
備
え
付
け
の

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
院
で

は
多
く
の
小
児
科
の
患
者
さ
ん
も
治
療
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
来
通
院
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
こ

れ
ま
で
の
仕
事
や
家
庭
生
活
な
ど
を
継
続

し
な
が
ら
治
療
を
受
け
ら
れ
る
点
に
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
病
状
に
よ
っ
て
難
し
い

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
点
滴
を
受

け
た
そ
の
足
で
会
社
に
向
か
わ
れ
る
患
者

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
で
す
。

　

外
来
化
学
療
法
室
で
は
医
師
と
看
護
師

に
よ
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を
置
き
、
が
ん
に

よ
る
心
と
か
ら
だ
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を

和
ら
げ
る
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要

が
あ
れ
ば
患
者
さ
ん
の
状
態
に
適
し
た
ケ

ア
を
行
い
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

高
度
化
・
複
雑
化
す
る
抗
が
ん
剤
治

療
に
対
応

　

現
在
、
分
子
標
的
薬
や
免
疫
療
法
薬
な

ど
が
ん
の
治
療
薬
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
抗
が
ん
剤
が
効
か
な

か
っ
た
患
者
さ
ん
に
使
え
る
新
し
い
薬
が

開
発
さ
れ
る
な
ど
、
対
象
と
な
る
疾
患
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
に
伴
っ

て
副
作
用
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
出
て
き

て
お
り
、そ
の
コ
ン
ト
ー
ル
も
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
抗
が
ん
剤
治
療

が
よ
り
高
度
に
複
雑
化
し
、
薬
に
対
す
る

深
く
広
い
知
識
が
必
要
と
な
る
中
、
当
院

の
外
来
化
学
療
法
室
の
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
診
療

科
と
連
携
し
な
が
ら
多
様
な
が
ん
に
対
応

し
、
常
に
患
者
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
に

最
善
の
治
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。


